
 

科目区分 専門基礎分野 授業科目 病態治療学Ⅲ 

講師 医師 実務経験の有無 有 

単位数（時間） 1 単位（30 時間） 開講年次・学期 1 年次 第 1～2 学期 

授業概要＊講師 

からのメッセージ 

生命をつかさどる各器官の疾病要因・発生機序、経過および治療方法を理解し、看護に活かして

ほしい。 

目的：生命をつかさどる各器官の疾病要因・発生機序、経過および治療方法を理解できる。 

目標：1．血液・造血器疾患の病態生理、治療、検査、処置について理解できる。 

2．免疫疾患の病態生理、治療、検査、処置について理解できる。 

3．感覚疾患の病態生理、治療、検査、処置について理解できる。 

4．女性生殖器疾患の病態生理、治療、検査、処置について理解できる。 

回 授業内容 

１ 血液・造血器 1．赤血球の異常 

２ 2．白血球の異常  

３ 3．造血器腫瘍  

４ 4．出血性疾患 

５ 
免疫 

1．全身性エリテマトーデス（SLE）2．関節リウマチとその類縁疾患 3．シェーグレン症候群 

６ 4．アレルギー 5．アナフィラキシーショック 6．敗血症、菌血症 

７ 7．ヒト免疫不全ウイルス、HIV 感染症 

８ 生殖器 1．女性生殖器の疾患  2．腫瘍 

９ 3．性腺疾患、月経異常・月経随伴症状、更年期障害  4．STD（性感染症） 

10 5．乳腺良性腫瘍性疾患  6．乳がん（乳腺悪性疾患） 

11 7．精巣および性機能障害、男性不妊症、男性性機能障害、その他の男性生殖器疾患  

12（45 分） 終了試験 

13 感覚器：皮膚 1．蕁麻疹  2．湿疹  3．皮膚炎群：接触皮膚炎・アトピー性皮膚炎等 

14 
感覚器：眼 1．特殊感覚の障害、視機能に関連した症状 2．網膜・硝子体の疾患と手術、

水晶体の疾患と手術   3．白内障、緑内障、網膜剝離、網膜症、アレルギー性結膜炎 

15 
感覚器：耳鼻 1．難聴、メニエール病  2．嗅覚障害・味覚障害  3．アレルギー性鼻炎  

4．急性咽頭炎、急性扁桃炎、慢性扁桃炎  5．咽頭がん、悪性腫瘍  

16 感覚器：歯・口腔  1．齲歯および歯髄疾患、口腔領域の炎症  2．口腔内腫瘍  

17（45 分） 終了試験 

授業方法 講義 

評価方法 筆記試験（100％）  評価基準参照 

教 科 書 

医学書院：系統看護学講座 専門分野 成人看護学［4］ 血液・造血器  

医学書院：系統看護学講座 専門分野 成人看護学［11］ アレルギー 膠原病 感染症  

医学書院：系統看護学講座 専門分野 成人看護学［9］ 女性生殖器  

医学書院：系統看護学講座 専門分野 成人看護学［13］ 眼 

医学書院：系統看護学講座 専門分野 成人看護学［14］ 耳鼻咽喉 

医学書院：系統看護学講座 専門分野 成人看護学［15］ 歯科・口腔 

参 考 書  

備  考 
「感覚器：耳鼻」について、「人体形態機能学Ⅲ感覚器：耳鼻」と合わせて、「耳」「鼻」「咽

頭・喉頭」で計 3 回実施 


